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地域循環共⽣圏形成に資する廃棄物処理システムの
構築に関する研究・技術開発
地域循環共⽣圏の形成に向けたバイオマス廃棄物等を
対象とした処理プロセスのより⼀層の⾼度化に関する研究
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3.研究⽬標及び研究計画 サブテーマ１：新規下⽔汚泥肥料量産化技術の開発
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課題・未検討事項 研究計画 成果・⽬標
⼩型肥料化装置で得られた
新規下⽔汚泥肥料の量産化
技術が確⽴されていない

5m3規模での量産化試験を実施
［使⽤汚泥:霧島市・⿅児島市］ ⼩型肥料化装置で得られた

成分特性[窒素等・重⾦属含
有量]・肥料効果と同等異なる処理場の脱⽔汚泥を

⽤いた量産化試験が未実施

新規下⽔汚泥肥料製造は好
気条件の製造法と⽐べて2〜
3倍の⽇数が必要
⇒製造⽇数の短縮化が必要

製造した新規下⽔汚泥肥料の
⼀部(10〜30％程度)を種汚泥とし
て製造⽇数短縮化試験を実施

好気条件の製造法と同程度
[⽬標値： 60⽇程度]

新規下⽔汚泥肥料の窒素⾼
無機化率のメカニズムが不
明

肥料中の
窒素形態、

菌叢解析 実施

窒素⾼無機化率の
メカニズム解明

⇒肥料製造・施肥の
効率化へ活⽤

実⽤化に向けた
コスト試算等
が未検討

協⼒機関
(⽇⽔コン、三州衛⽣公社）
とともに肥料化コスト、

販売価格の検討

肥料⽬標販売価格：
20円/kg以下

⼩型装置
1,000倍

量産化

5m3

1年⽬〜2年⽬

2年⽬〜3年⽬

1年⽬〜3年⽬

1年⽬〜3年⽬

特願2020−110731

量産化に対する⽬標



3.研究⽬標及び研究計画 サブテーマ２：新規下⽔汚泥肥料を⽤いた茶栽培試験

課題・未検討事項 研究計画 成果・⽬標

新規下⽔汚泥肥料の最適
な施肥割合が未検討

慣⾏施肥区と⽐較し、
20%の肥料コスト削減

新規下⽔汚泥肥料の施肥
時期が異なる茶栽培試験

ポーラスカップ（地中深
さ1m）で浸透⽔を採⽔し、
窒素・重⾦属量を定量

菜種油粕と新規下⽔汚泥肥
料を⽤いた茶栽培試験

⼀番茶収量 582kg/10a以上

新規下⽔汚泥肥料の効果
的な施肥時期が未検討

茶葉の重⾦属基準（Codex）
総ヒ素：2mg/kg Pb：1mg/kg
T‐Hg：0.5mg/kg以下
茶園⼟壌重⾦属値

Zn：⼟壌管理基準：120mg/kg
Cu：⼟壌環境基準：125mg/kg
As：⼟壌環境基準：15mg/kg

新規下⽔汚泥肥料の地下
⽔への影響が不明

窒素・重⾦属成分のマテ
リアルフローが不明

幼⽊・成⽊に新規下⽔汚
泥肥料を施肥し、⼟壌・
茶樹に含まれる窒素・重
⾦属量を定量

栽培試験結果と肥料コスト
から試算

新規下⽔汚泥肥料の利⽤
による肥料費削減効果が
不明

マテリアルフローの解明
（慣⾏施肥区と同等）

茶葉の品質 慣⾏区と同等以上

⽬標値：上記基準値または
慣⾏区と同等以下

地下⽔汚染につながらな
いことを明らかにする
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6. 研究成果の発表状況
（３）「国⺠との科学・技術対話」の実施

33

発表件数等⼀覧

BISTRO下⽔道開催⾵景

査読付き論⽂ 3件
査読付き論⽂に準ずる成果発表 0件
その他誌上発表（査読なし） 4件
⼝頭発表（学会等） 17件
「国⺠との科学・技術対話」の実施 3件
マスコミ等への公表・報道等 11件
本研究費の研究成果による受賞 4件
その他の成果発表 7件

1) BISTRO下⽔道 in 霧島 ⿅児島⾼専 4th （主催：⿅児島⼯業⾼等
専⾨学校、2021年12⽉22⽇、定員100名に対し、参加者130名、
ホテル京セラ）で、研究成果の発信、パネルディスカッション実施

2) New環境展（主催：⽇報ビジネス、2022年5⽉25〜27⽇、来場者
67402⼈、東京ビックサイト）に参加し、来場者と意⾒交換

3) ビストロ下⽔道研究発表会 in 鶴岡（共催：鶴岡市、⼭形⼤学農学部、
2022年8⽉23⽇、参加者150名（会場：90名、オンライン：60名、
⼭形⼤学農学部301講義室）で、研究成果の発信、パネルディスカッ
ション実施



ご清聴ありがとうございました




